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第2期データヘルス計画（概要）
実施期間 平成30年度～令和5年度

1

健康課題

・健診受診率が他支部と比較して極めて低い。
・入院外の医療費で高血圧性疾患と糖尿病が上位１・２位であり、その比率が全国を上回っている。
・虚血性心疾患による死亡率が全国と比較して高い。
・加入事業所数が多いため、事業所と連携した健康づくりが必要。

上位目標
【重大な疾患の発症を防ぐ】

（10年以上経過後に達する目標）

・加入者に占める人工透析患者数を0.1％以下にする。（平成28年度）0.115％⇒0.1％
（参考：人数ベース） 【平成28年度】 加入者数1,274,547人
0.115％→透析患者数1,469人、0.1％→透析患者数1,275人 （▲194人）

中位目標
【検査値等が改善する】
（6年後に達成する目標）

・健診受診者における血圧・血糖の受療勧奨対象者の割合について、平成28年度数値を1割減らす。
（健診受診者に対する一次勧奨対象者数の割合）4.1％⇒3.7％
・入院医療費に占める虚血性心疾患にかかる医療費の割合を、そのシェアが大きくなる50歳以上層において、 平成28年度数値を
1割減らす。
50-59歳6.4％⇒5.8％ 60-69歳6.5％⇒5.9％ 70歳以上8.1％⇒7.3％

下位目標 健診受診率の向上 下位目標
特定保健指導実施率の
向上

下位目標
糖尿病・高血圧等の重症
化予防の推進

下位目標
健康経営（コラボヘルス）
の推進

1
事業者健診データ取得率を22％にす
る。

4 特定保健指導実施率を35％にする。

5
受療勧奨対象者の受療勧奨後３か月
以内の受療率を20％にする。

7 健康優良企業認定件数500社にする。2
特定健診受診率（被扶養者）を43％に
する。

6
糖尿病性腎症重症化予防プログラム
参加者を人工透析に移行させない。

3
生活習慣病予防健診受診率を50％に
する。
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下位目標実施状況

事業名

下位目標

（アウトカム
評価）

※2023年度

概要 具体策の主な実施状況
実施件数

※令和３年９月末
アウトカム 実施予定の施策

特定健診
受診率・
事業者健
診データ
取得率の
向上

生活習慣病予
防健診受診率
を50％にする。
（被保険者）

生活習慣病予防健診実施
契約機関数の拡大や健診
推進費の活用。
新規加入事業所への文書、
架電による受診勧奨強化。

・埼玉県が実施する、「埼玉県職域におけるがん検
診受診促進事業補助金事業」を活用した受診勧奨
の実施。(がんインセンティブ事業）
・新規加入事業所を対象とした、受診勧奨の実施。

・3月に生活習慣病予防健診対象事業所88,426社
に案内を送付。がんインセンティブ事業に関する
案内も同封。6月に追加広報として20,000社へ受診
勧奨実施。（1,013社よりがんインセンティブ事業申
請書を受付）。
・9月に小規模事業所かつ受診率0％の事業所の
事業主自宅宛て4,845件へ受診勧奨実施。
・3月に健診推進インセンティブを活用した協会け
んぽ主催の本人家族同日に受診ができる日曜健
診を実施予定。（R2受診者数489人）
・新規健診実施機関をホームページを通じて公募。
（契約機関数：127件）
・７月から新規加入事業所及び新規任意継続健康
保険加入者への受診勧奨文書を送付。
受診勧奨実績：2,840社（R2実績3,295件）

生活習慣病予防
健診受診件数
84,102件
（前年同月54,333件）
受診率13.8％

※令和3年7月末

＜令和3年度＞
事業所規模、業態等
で勧奨対象を選定し、
協会けんぽ主催の集
団健診や健診推進イ
ンセンティブの活用に
より受診を促進する。

事業者健診
データ取得率
を22％にする。

事業所規模に応じた勧奨
や自治体・関係団体等と
連携した同意書提出勧奨
の実施。
データ提供契約が未締結
の健診機関に対する契約
勧奨や同意書提出済事業
所に対するフォローの実
施。
健診推進費を活用した
データの早期提供の促進。

・事業所を小規模（被保険者9人以下）、中規模（被
保険者10～99人）、大規模（被保険者100人以上）に
分類し、それぞれ対して規模に応じて文書・電話・訪
問によりデータ提供の勧奨を実施。
・同意書提出済事業所に対するフォローを実施。
・健診推進費を活用した健診結果データ早期提供の
推進。

【大規模事業所】
7月から9月に支部職員による電話勧奨を実施。
電話勧奨：74社、同意書取得10社

【中規模事業所】
9月より外部委託による勧奨を実施。
同意書未提出事業所：2,604社
同意書再取得事業所：2,759社

・昨年の対象者数などから新規契約勧奨候補機
関を選定。9月に15健診機関に契約勧奨文書の送
付・電話による勧奨を実施。新規契約：5機関

・健診結果データの早期提供促進事業として30健
診機関と健診推進経費を活用したインセンティブ
契約を締結。

事業者健診データ
取得件数
8,638件
（前年同月8,185件）
取得率1.4％

※令和3年7月末

＜令和3年度＞
データの取得促進に
向け事業所規模別に
勧奨策を実施する。

特定健診受診
率を43％にす
る。（被扶養
者）

市町村のがん検診と合同
による集団健診の実施。
文書による受診勧奨の実
施。

・和光市の女性特有のがん検診と、協会けんぽ被扶
養者（女性）向け集団検診を同時実施。
・埼玉県全域において歯科検診等の付加価値を付
けた協会けんぽ主催の集団健診を実施。

・協会加入者の特定健診と自治体でのがん検診
の同時受診が可能な集団健診を8月に2市村と実
施。（受診者数：190人）
また、1～3月にかけて8市町と実施予定。
（R2受診者数：1,219人）
・1月から3月に県内全域を22地区に分けて実施予
定。併せて、全会場での特定保健指導と一部会場
での歯科健診も実施予定。
（R2受診者数：11,983人）
・新規加入被扶養者に対する受診勧奨をＤＭにて
7月から毎月実施。
受診勧奨実績：17,301件（R2実績17,519件）

特定健診受診件数
9,446件
（前年同月3,748件）
受診率6.0％

※令和3年7月末

＜令和3年度＞
自治体と連携し、協会
加入者の特定健診、
がん検診の同時受診
が可能な集団健診の
実施を推進する。また、
歯科健診等の付加価
値を付けた集団健診
を実施する。
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下位目標実施状況

事業名

下位目標

（アウトカム評
価）

※2023年度

概要 具体策の主な実施状況
実施件数

※令和３年９月末
アウトカム 実施予定の施策

特定保健指
導の実施率
の向上

特定保健指導
実施率を35％
にする。

【被保険者】
・支部保健師の確保。
・保健指導のスキルアップ。
・医療機関との契約拡大。
・保健指導専門機関の管
理徹底。
【被扶養者】
・集団健診当日の初回面
談。
・国保との合同健診及び
保健指導。
・WEB面談、支部窓口等を
活用した保健指導の実施。

【被保険者】
・スキルアップを目的に支部内研修会や指導者ミー
ティングの実施・契約医療機関に実施件数のフィー
ドバック実施。
・専門業者への外部委託実施。

【被扶養者】
・市町村や健康づくり推進の協定を締結している関
係団体等と連携した特定保健指導を実施する。
・支部窓口での特定保健指導実施。

【被保険者】
・支部内研修会とミーティングを実施。重点スキル
アップテーマとして、未治療者や糖尿病の重症化
予防及び事業所の健康づくり支援を学習。
支部内研修会：年6回予定
保健指導者ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ：年3回予定
・契約保健指導機関と四半期に1度実施状況を確
認し、促進に向けた助言や好事例の横展開を実
施予定。
・特定保健指導専門機関と毎月定例会を開催し、
進捗管理を実施。
委託した指導対象者数：21,101人
・健康宣言事業所に対する特定保健指導実施に
併せて、35歳到達年度者には、生活習慣病予防
健診結果や事業者健診結果から生活習慣のアド
バイスを実施。
事業案内：宣言事業所511件
・健康宣言事業所加入者かつ生活習慣病予防健
診受診者であり、生活習慣病に関連する項目の基
準値が超過している対象者へ保健指導者から文
書支援を実施。
送付者数：2,893人（R2実績：3,288件）
【被扶養者】
・1月から3月にかけて実施する集団健診と同日に、
特定保健指導を実施予定。
・市町村によるがん検診との合同健診において特
定保健指導を実施。
和光市 令和3年8月 11人実施
杉戸町 令和4年2月（予定）
・情報通信技術を活用した特定保健指導を5月か
ら案内開始。
案内送付者数：1,837人、ZOOM面談実施者数：2
人

【被保険者】
特定保健指導実施
件数2,252件
（前年同月1,909件）

【被扶養者】
特定保健指導実施
件数432件
（前年同月90件）

※令和3年8月末

＜令和3年度＞
・新型コロナウィルス
感染拡大防止を図り
ながら指導実施を推
進していく。
・支部内保健師、管理
栄養士の充足を図ると
ともに、保健指導者の
スキルを向上させ、保
健指導体制の確立を
図る。

糖尿病・高血
圧等の重症
化予防対策
の推進

糖尿病性腎症
重症化予防プ
ログラム参加
者を人工透析
に移行させな
い。

糖尿病性腎症Ⅱ期～Ⅳ期
で治療中の者に、埼玉県
の糖尿病性腎症重症化予
防プログラムに沿った生
活指導を実施。

・健診結果およびレセプトデータからＣＫＤ分類Ⅱ期
～Ⅳ期で治療中の方に対し、重症化予防プログラム
参加勧奨を行い、参加同意をいただいた方に、外部
委託による生活指導を実施。（自薦方式）
・かかりつけ医から生活指導対象者の推薦をしても
らい、対象者に重症化予防プログラム参加勧奨を行
う。参加同意をいただいた方に、外部委託による生
活指導を実施。（他薦方式）

・文書及び電話による参加勧奨業務「自薦方式」を
実施。また、かかりつけ医に対象者を推薦してい
ただく「他薦方式」を実施。
自薦参加勧奨：1,169人
他薦勧奨機関数：369機関
保健指導実施者：25名

保健指導実施者
25名

※令和3年９月末

＜令和3年度＞
かかりつけ医と連携し
た糖尿病等重症化予
防事業を推進するとと
もに、プログラム修了
者への継続的なフォ
ローアップを行う。

受療勧奨対象
者の受療勧奨
後3か月以内
の受療率を
20％にする。

糖尿病や高血圧の高リス
ク者で未治療者等に対し
て支部において文書によ
る受診勧奨を実施。

・高リスク者に対して文書による二次勧奨を実施。あ
わせて電話にて受診を勧奨。
・糖尿病治療中断者への文書による受診勧奨実施。

・未治療者に対する文書・電話による勧奨を実施。
文書勧奨：1,410人（R2実績：2,099人）
電話勧奨：964人（R2実績：1,759人）
・健診機関からの０次勧奨を実施
実施機関数：40機関、勧奨件数244件

受診勧奨
文書勧奨：1,410人
電話勧奨：964人
0次勧奨
文書勧奨：244人

※令和3年９月末

＜令和3年度＞
・未治療者及び治療中
断者へ文書や電話等
による効果的な治療
勧奨を実施する。
・未治療者に対して健
診機関からの0次勧奨
を実施する。
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事業名

下位目標

（アウトカム
評価）

※2023年度

概要 具体策の主な実施状況
実施件数

※令和３年11月末

アウトカム 実施予定の施策

健康経営
（コラボヘ
ルス）の
推進

健康優良企業
認定件数500社
にする。

健康宣言のサポートメ
ニューの充実と周知。
健康宣言企業および健康
優良企業の拡大。
健康埼玉推進協議会の取
組み、及び協力事業所との
連携強化し、健康経営の普
及促進を図る。

・健康宣言企業への訪問実施。
・関係団体と連携した健康経営の普及推進実施。
・健康経営埼玉推進協議会を設立。民間の協力事業者を公
募し、損保、生保、銀行等、公的団体等16社と覚書を締結。
・6～7月に協力事業者を個別訪問し、取組状況等の意見交
換を実施。

・健康宣言：累計729社
・健康宣言事業所訪問114社
・令和3年度第１回健康経営埼玉推進
協議会を、5月に開催。
・6月に、協力事業者を個別に訪問し、
5月に開催された推進協議会の報告
及び各事業者の取組について意見交
換を行った。
・健康宣言事業所へのサポートならび
に未宣言事業所への健康宣言勧奨を
目的として、「健康経営サポートカル
テ」「埼玉県健康経営実践事業所取
組事例集」を9月から10月にかけて順
次発送。
・健康経営の質の向上を目的とし、健
康経営埼玉推進協議会主催の情報
交換会を令和4年2月以降に県内4～5
会場で開催予定。

健康優良企業
認定数
STEP１ 367社、
STEP２ 69社

※令和3年11月末

＜令和3年度～5年度＞
歯科保健に関する課題解決
に向けた歯科保健活動の
データベース化とその普及に
向けて分析結果等を発信す
る。

下位目標実施状況


